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1問 題 の所在
本研究 は、一遍智真(延 応元年～正応2年)と 日蓮(承 久4年 ～弘安5年)の 宗教 を、特 に
救済論 を基軸 に して考察 しよ うとす る もので ある。一遍 と日蓮 はほぼ同時代 に生 き、 と もに独
自の信仰 を形成 しそれぞれに独 自の教団 の祖師 とされた宗教人 である。 日本仏教史上、前者 は
法然流 の浄土教 の系譜 に位置 づけ られる時宗 の開祖、 そ して後者 は最澄 の天 台宗 を源流 と し、
法華経専修 を宗 と した 日蓮宗 の開祖 とされる人物であ る。 また両者 は、いわゆる 「鎌倉新仏教」
と称 され る日本のく宗教 改革〉 期の最後 に活躍 した人物で もあ る。
総 じて鎌 倉時代 は流動期 であ った。政治体制 にお ける朝廷 と幕府 の二重構造、経済体制で の
古 代荘園制の衰 微 と守護地 頭制の台頭、 そ して文化面 において も、新 たな宋文化 の移入 などに
よる質的変化が顕著 な時代であ った。 このよ うな体制の変動 は、見方 を変 えれ ば価値観 の変動
で もある。そ こか ら新たな世 界観 ・価値観 が生 み出 され、 それに基づ く新 たな体制や様式が構
築 されて い く。
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鎌倉時代 の仏教 もこうした時代性 と無縁で はあ り得 なか った。仏教 界 もこの大 きな うね りの
中で模索 され、新 たな宗教文化 のひとつ の型 を生 み出 した。従来、多 くの先学 によって注 目さ
れ、奈良仏教 や平安仏教 との対比 にお いて 「鎌倉 仏教」 と称 され論究 され て きた所似 であ る。
その変革 の特色 は、一般 には二つ の流れ に集約 されて説明されてきた。すなわち一方では奈良 ・
平 安仏教(旧 仏教)の 復興運動で あ り、他方で は新 しい宗教的価値を根底 に した宗教 的運動で
あ る。 いわ ば再生 と新生 の流れで ある。 この うち、研究者か ら特 に注 目されて きたの は周知 の
ように後者 である。 その潮流 は 「鎌 倉新仏教」 と称 され、今 日まで多 くの研究業績 が集積 され
て きた ことは改 めて言 うまで もない。
辻善之 助 は、鎌倉文化 に共通す る特徴 と して 「実際的 ・実質的 ・実用 的」性格 を重視 した と
ころにあると指摘 して いる。氏 によれば、 これ らの性格 はいずれ も平安文化 の 「形式化」 に対
サ る反動 となるが、 このよ うな背景 のなかで、仏教界 の一大革新が行 われた とい う。要約 すれ
ば、教理 の簡明化 と信仰 の統一化 および実行主義 となる。そ してその変革 の結果 として、鎌 倉
仏教 は著 しく庶民化 したと述べてい る(『 日本仏教史』第2巻)。 この辻 の主張 は、 その後 の仏
教 史学 にお いて ほどん ど定説化 した感があ る。す なわち鎌倉新仏教 は、 いわゆ る 「選択思想 ・
専修主義 ・易行道」 がその信仰 の中核 を成す ものとみなされて きた。
本論 で取 り上 げる一 遍 と日蓮の宗教 も、信仰形態か らみれば概 ね辻説 の範 疇で理解 されて よ
い。 た とえ ば上 の選択 ・専修 ・易行 をそれぞれに両者 の信仰 にあて はめれば、一遍 において は
阿弥陀仏信仰 と唱名 とな ろ うし、 日蓮 においては法華経信仰 と唱題 となろ う。 そ してそれ故 に
易行 とみな され ることにな る。 しか し信仰構造か らみれば、 それ程単純で はない。 そ こに は両
者 の人格 性や価値観 が大 き く関わ っていて、 それ ぞれ に個性 を表 出 して くるか らで ある。 た と
えば 「南 無阿弥陀仏」 の唱名 と、「南無妙法蓮華経」 の唱題 は、信仰 の形 態場 面 で は共 に易 行
とみ られ る。 そ こで は 「唱名」「唱題」 とい う 「発声」行 の形態だ けが注 目され るか らであ る。
しか し本論 で明かす ように、一遍 の唱名 も日蓮の唱題 も、両者 の信仰 の極致 を表 した ものであ
り、 そ こには当然なが ら二人 の高遠 な宗教思想 と深 い内省 とが含 まれている。 したが って、 こ
の 「易行」 を 「専修」 す るためには、 それに相応 した人 間の質 的変換が求 め られて くる。一 遍
において は、 た とえば徹底 した捨離行 の実践であ り、 日蓮 においては法華経以外 の余経 ・他 宗
を徹底 的に排 斥す る純一 な信仰 の態度 がその一例で ある。
一般人 に とって
、求 め られ るこの二っ の実践 はいうまで もな く容易で はない。 なぜ な ら捨離
す ることも他宗 への関わ りを断つ ことも、共 に生活場面 での欲求 や価値観 に逆行す る もので あ
り、世俗 的な意 味での生 の活力 を阻害す る もの と思われ るか らである。 この観 点 か らみ れ ば、
専修 は必 ず しも〈易行〉 とはいえないで あろう。 この現実で の関連 をいか に克服 す るか とい う
部分 がむ しろ問題 にな って くる。す なわち宗教 指導者 に とっての教法で あ り、 またその受容 者
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に とっての受 け止 め方 である。一遍 も日蓮 も、 この問題 をそれぞれ独 自の方法 を創案す ること
で解決 し成功 した宗教者で あ る。同様 に受容者 も個 々の受 け止 め方 において、救 いと解脱 の精
神 を享受 した と考 え られる。一遍 と時衆 にお いては 「各号札」の授受(賦 算)で あ り、 日蓮 と
その門弟 において は 「文字 マ ンダラ」(本 尊)の 授受 という独特 な交流 を通 してで あ る。 そ し
て両者 とも、独 自な宗教世界 を構築 した。本論 でい う 「遊戯の世界」 と 「文字 マ ンダラの世界」
であ る。 この二 つの概念 を、私 は一遍 と日蓮 の宗教 の総体 と考え るが、 それぞれの構造 を分析
し、宗教的意義 を明 らか にす ることで、鎌倉期 における信仰の特質の一端 を考察 す るのが本論
の目的で ある。
2研 究 の方法
これ に関 し、 ここで本 論の立場 を簡単 に記 してお きたい。
まず一遍 につ いてであ るが、彼の宗教 に対す る評価 ははな はだ多様 であ る。 概 して いえ ば、
彼の立 場 はく 日本浄土教 史〉 とい う一定 の枠 を前提 に、従来 きわめて対照的 な評価 が出されて
きたように思 う._方 では、法然以来のいわゆる鱒 流の勧 思醗 殿 の蝕 として説かれ
て きたの に対 し、他方 で は、 これ らのいわば純正浄土教か らはみ出 した もの と して、 つ ま り、
これ らの亜 流 も しくは傍流 とみな され、低 い位置づ けが為 された り、 あるいは ほぼ完全 に無視
されて きた場合 もある。
た しか に、 これ ら両者 の評価 は、一遍 の教理お よびその後 の時宗教団 が孕 んでいた宗教 的な
性格 か らして、大方 の賛 同を得 た見解 だ ったといえ る。 したが って、 それぞ れの立場 はその限
りでの意義 を認めな ければな らない。端 的にいえば、前者 は一遍 の宗教思想 を重視 した見解 で
あ ったの に対 し、後者 は、一遍 および彼以後 の教 団が採 った宗教 的行為 一たとえば遊行 ・念仏
賦算 ・踊 り念仏な ど一の行 的場面 に注 目するところか ら出 された評価であ ったよ うに思われ る。
またその際 に、両者 に共通 していえる ことは、一 遍の宗教思想 その ものを、単 に浄土教だ けで
な く、 た とえば、禅思想 や天 台 ・真言 などの神秘思想、 あ るいは 日本古代の神祇観 などとの関
連、な い しはそれ らの影 響下 にみ るべ き との積極的 な提案 が、研究上 の背景 と して了解 されて
きた とい う点で ある。 む しろこの複合性 に こそ、一遍宗教 の独 自性、特異性が主張 されて きた
のであ る。 そ してそれ らは、先学 の論考 において、 いわ ゆ る 「呪術性 」 「民俗 性」 「古 代性 」
「庶民性」 な どの多様 な概念 で提示 されて きた。
しか し、 いずれ に して も、 これ らの主張 はいわば既成教 の枠 内で一遍 の思想 と行跡 をみ てい
る点、 しか もその既成教 の教理 のなか で一遍の それを系列化 しよ うとい う観点で あ ったことは
いうまで もな い。換言 すれば、 これ らの特性 は一 遍の宗教 のそれぞれの場面か ら索出的 に指摘
されて きた ものであ る。
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本論 は、 一 遍 教 学 と これ ら既成 教 との 関連 な い し影 響 と、 そ う した立 場 に たっ 観 点 とを無 視
した り、 それ に背 こ うとす る もの で はな いが、 た だ彼 の人 生 な り行 跡 な りを考 え る と き、 こ う
した観 点 を 前 提 にす る よ り も、 む しろ言 い古 され た一 遍 宗 教 の 独 自性 そ の もの を そ れ と して み
る こ との 方 が よ り効 果 的 で あ る よ うに思 わ れ るの で あ る。 っ ま り、 これ らの諸 特 性 を、 一 遍 の
宗 教 か ら抽 出 す る こと で それ を特 徴 づ け るの で は な く、 それ らを含 ん だ一 遍 の宗 教 そ の もの と
して、 そ こか らそ の独 自性 を解 明 した い と思 うの で あ る。
そ して ま た、 宗 教 は い うまで もな く思 想 的 な要 因 だ けで 成 る もの で はな い。 一 遍 の宗 教 も当
然 そ うで あ る。 それ は、 思 想 的 な 部 分 を基 底 に して多 面 的 で か っ重 層 的 な諸 相 を表 出 して い る
とい え る。 私 は本論 で 、 〈 一 遍 の 宗教 〉 を で きる だ け その 全 体像 と して示 した い と思 う。 そ し
て そ れ が 一 遍 と い う一 個 人 に よ って形 成 され た とい う ことか ら、 一 遍 の人 格 も複 眼 視 的 に捉 え
た い と思 う。 この よ うな視 座 に立 っ こ とで、 い ま述 べ た一 遍 の宗 教 の独 自性 が見 え て く るよ う
に思 うの で あ る。 した が って、 本 論 で の論 述 の立 場 は、基 本 的 に以 上 の よ うな もの に な る。
この よ うな立 場 か ら、一 遍 の宗 教 の総 体 を本 論 で はく遊 戯 の世 界 〉 とよんで み たい。 そ れ は、
一 遍 の発 見 した(信 仰 した)名 号 と、 そ の世 界 に生 きた一 遍 自身 お よ び そ の受 容 者 か ら成 る独
特 な世 界 を意 味 す る。
遊 戯 と は、 辞 書 に よれ ば菩 薩 の 自 由 自在 な行 法 を い う。 特 に仏 国 土 か ら仏 国 土 へ の 自 由 な往
来 の な か で の衆 生 の勧 化 活 動 を指 す とあ る。 こ こで遊 戯 の語 を用 い る の は、 もち ろん この よ う
な意 味 を一 遍 の信 仰 に み るか らで あ る。 本 論 で 明 か す よ うに、 一 遍 は人 々 か らま さ し く菩 薩 と
して受 け入 れ られ た。 そ して そ こか ら、 多 様 で 独 自な信 仰 世 界 を現 出 させ た。 したが っ て、 こ
の よ うな宗 教 的 な意 味 が第 一 義 で あ る。
しか し、 一 遍 の宗 教 に この遊 戯 の語 を用 い る場 合、 よ り広 義 に解 さね ば な らな くな る。 厳 密
な規 定 は で きに くい が、 要 す るに それ は狭 義 の宗 教(信 仰)の 枠 を超 え た よ う な も の で あ る。
た とえ ば辞 書 で い う 「通 に遊 んで 人 を化 し、 之 を 以 って 自 ら娯 しむ」 とか 「仏 の境 地 に徹 して
そ れ を歓 び楽 しむ」 とか の意 味 か ら、 いわ ば 仏 ・菩 薩 の部 分 を取 り去 って な お残 る と ころ の意
味 で あ る。 とい うの も、 一 遍 の全 体 を見 よ う とす る時 に、 一 義 的 に宗 教 的 な観 点 か らだ けで は
ど う して も理 解 し きれ な い部 分 が 残 るか らで あ る。 しか も この部 分 に お い て、 一 遍 お よ び そ の
宗 教 の個 性 が一 層 豊 か に現 れて くる よ うに思 え るの で あ る。 特 に彼 の心 情 面 に この よ うな無 垢
な躍 動 が顕 著 で あ る。 本 論 で は、 こ の境 地 を い わ ゆ る 「風 流 韻 事 」 的 な もの と して 考 えて み た
い と思 っ て い る。 そ して そ の要 素 と して、 先 学 の指 摘 に もあ るよ うな 、 た とえ ば 歴 史 的 要 因 と
して の 「古 代 性 」、 心意 的要 因 と して の 「民 俗 性」 あ るい は信仰 的要 因 と して の 「呪 術 性 」 な
どを 特 に注 目 して い き た い。 な ぜ な ら、 これ らの要 因 は 「浄 土 教 」 的 要 因 と共 に、 一 遍 の 宗 教
を構 成 す る重 要 な モ チ ー フ にな って い る と思 わ れ るか らで あ る。 そ して また、 これ らは一 遍 に
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おいて は根 本的 にあの 「無為 に入 らむ」 とした再 出家時の心境 に還元 される ものである と同時
に、後 において も彼 の全存在 を貫 く基調で あった ように思 われるか らで ある。 これ らを も単 に
宗教 的 と称 す るのはあま りに も狭隆す ぎるであ ろう。 ここでは、「遊戯 」 を この よ うな意 味 に
おいて用 い ることを断 ってお きたい。
次 は 日蓮論 について も基本的 な観点 を述べてお きたい。 日蓮 の宗教 にお いて も、一 遍の場合
と同様 に、 ここでの最:たる関心 はその信仰論、 とりわけ救済論 にある。 すなわ ち、言 い古 され
た 「法華経専修主義」 の 日蓮 の信仰 において、 『法華経』 と人間が どのよ うに位 置づ け られ、
それ らが どのよ うに関連づ け られ たか を探 ることで、 日蓮 の説 く救済 の構 造 を考察 したい。 そ
してそれを核 に して、 日蓮 の宗教 をで きるだ け総 体 と して把握 してみたい。
このよ うな観点 と方法 において、本論で は日蓮 の宗教 の総体 を 「文字 マ ンダ ラの世 界」 と呼
ぶ ことにす る。本論 で明 かす よ うに、 日蓮が到達 した法華経専修主義 にお け る思想 も実 践 も、
＼ 、
余す ところな く文字 マ ンダラに集約 されて いると考え るか らであ る。 それ は救済 の構造 におい
て、 ち ょうど一遍 の 「名号界」 および 「遊戯の世 界」 に著 しく類似す る もので あ る。 日蓮 は、
長 い求法生活 の終局 に遂 に 『法華経』への回心 を果たす ことになるが、その後 ほぼ10年 後 に そ
の体験 で得 られた確信 を 「文字 マ ンダラ」 と して表出 した。 その一幅一幅の マ ンダ ラは、 日蓮
に とってま さに 「本尊」 であ り、弟子 たちとの交 流の証書 であ り、救 いの象徴 と しての 「仏国
土」 を示 す ものであ る。
近代以降 の 日蓮研究 のひ とつ の有力 な方法 と して、 日蓮 の宗教的特質 を取 り上 げその解明 を
試 み ることが多 く為 されて きた。 その ことによって、 日蓮 の宗教 の もっ多面的な特 質が明 らか
に された ことの意義 は大 きい。 しか し同時 に、一面 の特質 の強調 は ときには研究者の個人的価
値観 な どともあいま って、 やや もすれ ば日蓮の宗教 の全体 を損 な う危険 もな いわ けで はな い。
また信仰 の個別研究 は、 そのく発見〉 には大 いに注 目される点が あるが、 これ もやや もす る
と日蓮 の宗教の部分 の集積 にはな って も、部分の総合 にはな りに くい とい う難点 を もっ。 こ こ
にもう一方 の研 究の方 向であ る思想形成史 の観点が意 味を もって くる ことになるが、 この両者
の補完 的理解が望 ま しいことはい うまで もない。
本論で の立場 も、基本的 にはこのよ うな方法 をとることに したい。す なわ ち日蓮 の信仰形成
を縦軸 に据え、従来か ら指摘 されて きた信仰 の諸 特質 一法華経主義 ・菩薩意識 ・予言者的性 格
など一を横軸 に位置づ けなが ら、 日蓮 の宗教 をで きるだ け総体 的 に把握 してみたい。 その理 解
の手 がか りとして ここで は日蓮 自作 の 「文字 マ ンダラ」を用い ることにす る。 それ は今述 べ た
縦軸 と横軸が織 りなす 「聖 なる時間 ・空間」 として、勝れて象 徴的意 味を伝 え るもの と考 え ら
れ るか らであ る。 そ してそ こには、総体 と しての 日蓮 の宗教 を構成 す る諸特質 が、 直接 的にあ
るいは暗示的 に表 出されて いる。本論 で はそれ らのい くっかを取 れ上 げて考察す ることに した
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い。
と ころで、 ここで用 い る 「文字 マ ンダラ」 とい う語法 につ いて一言述 べてお きた い。 とい う
の は、 この表現 はかな らず しも一般的で はな く、普通 「(御)本 尊」 あるい は 「大 曼陀 羅」 と
称 され ているか らである。本論で ももちろん対象 としては日蓮のい う 「本尊」 と しての 「大 曼
陀羅」を指す。 しか'し、「本尊」 には この大曼陀羅 の範 疇に含 まれ ない い くっ かの類 似形 態 の
ものが あ り、従来多 くの研究者か らやや もすれば等閑視 されて きた ものがある。本論 で は、 第
2章 で示す理 由か らこの種の本尊 も包括 した意味で 「文字 マ ンダラ」 と表記 したい。
また この表記 を用 いる第二の理 由 は、 日蓮 の信仰をみた ときに最 も適切 と言えるか らである。
日蓮 は、 『法華経』 とい う教典 を信仰の基盤 に据 え ることで、殊 の外 「文 字」 を重視 した。 こ
の点 は一 遍 と著 しい対 照をなす。文字 は 日蓮 にとって単な る記号 で もない し、単 なる表現手段
で もな い。 それ は勝れて宗教 的な意味 を もつ ものであ る。 したが って ここで も、 マ ンダ ラが文
字 で表現 されて いるとい う形式 的な理 由か らだけでな く、 む しろく表現が文字で ある〉 とい う
点 を強調 したいか らであ る。 っ まり日蓮 の文字観 あ るいは文字表現 の信仰上 の意味 を考慮 した
いか らであ る。
そ して第三 に、 消極 的な理 由なが ら、先学 の研究 にも同様 なあるいは これ に類す る語法が い
くつ か見 られるか らである。 田中智学の 「文字曼 陀羅」(『本尊造立私義』)や 、 高木 豊 の 「文
字 マ ンダラ」(『日蓮 一その行動 と思想』)、あるい は望 月歓厚 の 「文字式大 曼陀羅 」 「文 字大 曼
陀羅」(「日蓮聖人 の本尊 にっ いて」大崎学報 ・第104号)な どはその一例 で あ る。 た だ これ ら
の先学 の語法 は、 マ ンダラの表現手段上の もしくは形式上 の観点 によるものであ って、本 論 の
立場 とは異な る もので ある。
以上か ら、本論で は特 に断 らないか ぎり、 「文字 マ ンダラ」 の表記で統一す る ことに したい。
3本 論 の構成
ここで本論 の構成 を略記 してお く。本論 は考察 の便宜上二部構成 と し、 それぞれに一遍 と日
蓮の宗教 論を当て る ことに した。 その具体 的内容 は以下の とお りであ る。
序 論 問題 と方法
第一部 一遍 にお ける救済論=「 遊戯」 の世界
第一章 一遍智 眞の入 と生 涯
「再 出家」 の こと 「熊野神勅」 の こと 「臨終」 の こと
第二章 信仰論
信仰 の形成 信仰構造 信仰 の特色
第三章 念仏 ・往生 ・名号
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念仏 ・往生 名号 名号界 一切捨離
第四章 夢 ・奇蹟
一 遍 と夢 一遍 の夢 の意味 一遍 と奇蹟 神人 ・一遍
第五章 治 病論
一遍 と 「癒 し」 「癒 し」 の形態論 「癒 し」 の構造論
第六章 人 間観
「ただ人」 女人観 一遍の人間観 人 間存在 の意味
第七章 往生論(そ の1)=入 水往生
宗教 と水 入水 の事例 『聖絵』 にみ る入水事例 願往生の入水 事例
時衆 の入水 ・入水往生 の論理 と構造
第八章 往生論(そ の2)=こ ころとことば
こころの意 味 ことばの意味 往生 ・こころ とことば
第九章 踊 り念仏
『聖絵』 にみる踊 り念仏 一遍 と踊 り念仏 踊 り念仏 の性格 信仰 の 「卑俗」化
第十章 遊戯 の世界=「 遊行」考
「風流」的 なる もの 遊戯的な るもの 遊戯 の心 自然観 自然 との合一
歩 く一遍 「聖歌」 につ いて
第二部 日蓮 における救済論=「 文字 マ ンダラ」 の世界
第一章 文字 マ ンダラの成立 と形態
「大曼陀羅」 の成立 マ ンダラの成立過程 文字 マ ンダラの形態
「讃文」 の意味
第二章 文字 マ ンダラの成立根拠(そ の1)=日 蓮 の 「菩薩」意識
文字 マ ンダ ラの思想的根拠 文字 マ ンダラ図顕 に関す る解釈上 の問題
文字 マ ンダ ラの形態上 の推移 「文字」表現 の意味 自署 ・花押 の意 味
第三章 文字 マ ンダラの成立根拠(そ の2)=日 蓮 の 「文字 」観
空海の文字観 空海の信仰 におけ る文字 日蓮 と空海 の関係
空海 の文字観 と日蓮の マ ンダラ 密教 のマ ンダ ラと文字 マ ンダラ
第四章 仏国土 ・文字 マ ンダラの世 界=日 蓮 の 「自然」観
自然観 自然への態度 自然観 と自然感 対 自意識 と自然観
対他意識 と自然感 自然 との一体 自然観 と文字 マ ンダラ
第五章 文字 マ ンダ ラの図像学 的意 味
マ ンダ ラの神仏 ・人師 の位相 図面構成要素 の位置関係 文字 の シンボ リ塔ム
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第六章 文字 マ ンダラの シンボ リズム
図面構成 の シンボ リズム 日蓮の信仰 と文字 マ ンダラ
第七章 マ ンダラ界 の住人 たち(そ の1)=女 人成仏論
日蓮 の女人観 女人成仏 の根拠 女人成仏 の構造 女人成仏の意 味
第八章 マ ンダラ界 の住人 たち(そ の2)二 予言者 ・日蓮
予言 され し者 予言 せ し者 「仏国土」 の構想 予言者 と文字 マ ンダラ.
結 語
4本 論 の概要
次 に、各章 ごとの概要 を示 してお く。
第一部、一遍研究 に関 しては以下 の とお りで ある。
第一章 「一遍智 真の人 と生涯」 では、一遍 の宗教の特質 を考察す る うえでの基本的 なモチー
フを、一遍 の個 性 と生 涯か ら探 ってみる。 その際の問題点 と して、「再 出家 」 「熊野 神託 」 「臨
終場面」 の三点 を取 りあげ、 それぞれの意味を考察 す る。 そ こには、一遍の宗教の特質が典 型
的 に含 まれてい ると考 え られるか らで ある。本論 で はそれ らを、「無為」「名号 界」「徹底捨離」
と規定 し、 それぞれの概念 を考察す る。
第二章 「信仰論」 で は、 まず一遍 の 「名号信仰=」の形成過程 を、彼 の修行生 活場面か ら跡づ
けてみたい。次 いでその信仰 の構造 を分析 し、そ こにみ られ る特色 を指摘 し、 それ を 「遊戯の
世界」 と規定 した い。 それ は一遍 が至 った宗教の究極相 を示す もので あ り、一 遍 とその信仰者
たちを も同時 に含 む固有 の世界 である。そ の意味で、本章 は以後の考察の基盤 とな るものであ
る。
第三章 「念仏 ・往生 ・名号」 は、第2章 で索出 した 「遊戯 の世界」 を構成 す る根本要素 の考
察 であ る。 それを念仏 と往生 とい う浄土教 の基本概念 か ら、一遍 の独 自の宗教 体系で ある名号
相 への集約 とい う観 点で考 えてみたい。 そ してその基底 に、第1章 で取 り上 げた 「捨離」の'精
神 があ ることを明かすつ もりであ る。
第 四章 「夢 ・奇蹟」 および第五章 「治病論」 は、一遍 の宗教 の特質 と して従来 か ら指摘 され
て きた 「カ リスマ性」 の問題 を考察す る。夢や奇蹟 や治病 は、 いわ ば宗教現象 に広 く認 め られ
る問題 であ るが、一遍 の場合 の特性 はどこにあ り、 それが何で あるか を探 って み る。 その 際、
一遍 の宗教 か ら濃厚 に窺 え る古代的精神や呪術的性格 な ども視野 におき
、名号 界 との関連 で解
明 したい。
第六章 「人 間観」 で は、名号界 における人間存在 の意 味 と救 いの問題 を問 うことにす る。 主
として一遍 の思想面 か らの考察 になる。無為 を標榜す る名号 の世界 において、 現実の人間存 在
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が どの ように位 置づ け られ るかを考 えてみたい。「自由者」「単独者」「普 遍者」 な どの概念 か
ら課題考察 を行 う。
第七章 「往生論=入 水往生」 および第八章 「往生論=こ ころ とことば」 は、 と もに一遍 の往
生思想 を基 にその具体相 をみる ことにす る。前者 で は入水 とい う特殊 な行為 を通 して、後者 で
は心 と言葉 の働 きを通 して一遍 の往生観 を探 ることに したい。 そ して こ こに も一 遍 の宗教(時
宗)の 特質 の一端 を指摘す る。 その場合、入水 や心 ・言葉 の問題が 日本 の宗教 に多 く関わ る点
であ ることに鑑 み、 で きるだけ視野を広 くとりいわば文化史的 な意味づ けを考慮 したい。
第九章 「踊 り念仏」 は、一遍 の宗教 の特 色 と して従来最 も注 目されてきた問題の考察であ る。
ここでの観点 も、基本 的には一遍 の思想 と実践の必然 的な帰結 として 「踊 り念仏」 を位置づ け
ることにあ る。 そのために、信仰場面 での踊 りの歴史的背景 を探 り、 その中で一 遍の踊 り念 仏
の宗教 的意味 を考察す る ことに主眼をお く。そ こか ら一遍 の踊 り念仏 の場面 に、 彼の説 く救 い
の具体相 を位置づ けてみたい。
最後 に、第十章 「遊戯 の世界=遊 行考」 は、今 まで考察 してきた一遍 の宗教論 を総括をす る
と共 に、第一部 のま とめを試み たい。本 論で 「遊戯 の世界」 として規定 した一遍 の思想 と行動
の総体 を、端的 に表現 したのが 「遊行」 であ ると考 え られる。 そこには、 自 らが 「名号体」 の
一存在 として、無為 の精神 を生 き抜 いた具 体相 が示 され ている。 ここで は岡 崎義恵 の 「風 流 」
の概念 を援用 しっっ、一遍 の自然観を中心 に彼の内面的 ・心情的 な部分を注 目す ることに した
い。 そ して 「遊戯」 の概念 の実態を明 らか に したい。
また、第二部 ・日蓮 の宗教論 にっ いて、 これ も章 ごとの内容を略記 してお く。
日蓮 の宗教 の総体 を 「文字 マ ンダ ラ」 にみ るとい う本論 の立場か ら、その考察 の視 点を二 つ
意図 してみた。 ひ とつ は〈 日蓮か らマ ンダラへ〉 とい う視点で あ り、他 は〈 マ ンダラか ら日蓮
へ〉 とい う視点 である。本論の第1章 か ら第4章 までが前者で あり、第5章 か ら第8章 までが
後者 に属 す る。 この両視点で の分析か ら、 文字 マ ンダラに込 め られた 日蓮の宗教 お よび救 いの
問題 を考察 していきたい。
第一章 「文字 マ ンダラの成立 と形態」で は、 まずマ ンダラの成立過程を 日蓮 の法華経信仰 の
確立過程 に関連づ けて明 らかに し、次 いで多様な様式 を示す文字マ ンダラの基本型 を定 め、 そ
こか ら得 られ る形態上 の問題点 を抽出す る。 そのなかで、文字 マ ンダラは 『法華 経』 「見宝 塔
品」 お よび、 「従地涌品」 にお ける描写 のイメー ジの象徴化であ ること、 したが って、「南無妙
法蓮華経」 の7字 の 「首題」 は 「宝塔」 を示す ものである ことを論 述す る。 ここで の考察 は、
以下 の考察 の予備作業 である。
第二章 お よび第三章 の 「文字 マ ンダ ラの成立根拠」(1)・② は、 ともに日蓮 によ るマ ンダラ創
出の要 因を問 うものであ る。 それを(1)では日蓮 の 「菩薩意識」 との関連 で、② では 日蓮 の 「文
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字観」を基盤 に考察す る。 これ らはいうまで もな く日蓮 の法華経信仰 か ら派生 した問題 であ る
が、本章 で はそれ らが何故文字 マ ンダラの要素 とな りえ たかを中心 にみてい きたい。 そ して こ
こか ら現 実の信仰場面 にお ける文字 マ ンダラの意義 を明かすっ もりである。
第 四章 「文字 マ ンダラの世 界=仏 国土」 において は、上 でみたマ ンダラの成立事情 を総括 す
る意 味で、 日蓮 の現実的な 「仏国土」構想 を探 って みる。 日蓮 の信仰 では、 それは自 ら晩年住
む ことにな った身延 であ り、 その身延 の現実 の空間が はるかに時間 と空間を超 えて 「霊山浄土」
視 されて くる。 その脈絡を解 示 し、併 せて 日蓮の独 自な救済論 に言及 してみ たい。 その際 の考
察 を、特 に日蓮の 「自然観」 に寄 せてみ ることにす る。
第五章 「文字 マ ンダラの図像学 的意味」 は、 いわゆ るイ コノロジー的手法か らの考察である。
次章 の シ ンボ リズム解釈 の予備考察 の意味 も含む ものであ る。具体的 には、文字 マ ンダ ラの図
像学 的分析 と、文字 の シ ンボ リズムの二点 を考察 す ることになる。前者 の問題考察で は、 マ ン
ダラが本来 的 にもっ 「聖 な る空間」 の意味を、 日蓮が どのよ うに表現 したか をマ ンダラ上 の配
座神仏 ・人 師の構成上 の問題 か ら解明す る。 また後者 の問題 は、藤 田富雄や鎌 田東二 らの 「宗
教言語論」 を手 がか りに、 日蓮 の文字 マ ンダラに胚 めた 「ロゴスによる コ ミュニケ ー シ ョ ン」
の意義 を探 ってみたい。
第六章 「文字 マ ンダラの シンボ リスム」 で は、主 にエ リアーデのシ ンボ リズ ム論 を援 用 し、
文字 マ ンダラの象徴性 を解 明す る。す なわ ち、 マ ンダラの空間的象徴性の分析か ら、 日蓮 の信
仰 の特質 を抽 出 しよ うとす る試みであ る。 それを ここでは、上下関係 ・左 右関係 ・中心 と周縁
の三点 に要約 し、 そ こか ら日蓮独 自の歴史観 ・法華経世界 ・本尊観を索出す ることにな る。 そ
して これ らの要点 か ら、文字 マ ンダラが動 態的であ ることを指摘 し、それを 日蓮 の信仰 に照射
して、 その特質 を考察 したい。
第七章 および第八章 「マ ンダ ラ界 の住人 たち」(1)・ ② にお いて は、 「女人 成 仏」 と 日蓮 の
「予言者」 的特 質の問題 を扱 うことにな る。文字マ ンダラ上 か ら知 られる この二 点 は、 「龍女 」
(龍王)の 配座 と 「日蓮」の 自署 および花押で ある。龍女 はいわば女 人成 仏 の象 徴 を示 す もの
と考え られ、 また日蓮 による自署 はマ ンダラに托 した 日蓮の強烈な リーダー と しての意識 を伝
え る もので ある。本章で は このよ うな観点 か ら、前者 において は仏教 において伝統的に 「劣機」
とされて きた女性 の救済 の論理 を考察 し、後者 では予言者 ・日蓮の意 義を探 ることで、 文字 マ
ンダ ラ=仏 国土 に生 きる人間の在 り方を考察す る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、「序論」、「第一部玉 「第二部」お よび 「結語」 を もって構成 されて いる。
「序論 問題 と方法」 は、主 題 に関す る考察 の範囲 を一遍 と日蓮の救済論 に限定 す ると した上
で、両者 の宗教 に関す る従来の研究史 を紹介 しっっ、本論文 の立場 を 「思想研 究」 と規定 し、
一遍 に関 して は 「遊戯の世 界」
、 日蓮 に関 して は 「文字 マ ンダラの世界」 とい う用語 によ って
それぞれの思想 の特色を表 した い、 との提案 を行 って いる。 これ は特定 の宗教 ・宗派 の信仰 も
しくは教義 に基づ く宗学的研 究 と本論文 の観点 との相違 を強調 した ものであ る。
「第一部 一 遍 にお ける救済論=「 遊戯」 の世界」 は十章 か ら成 る。
「第一章 一 遍智 真の人 と生涯」 は、一遍 の生涯 にお ける幾 っかの劃期 を指摘 し、 とりわけ
再 出家、熊野神 託お よび臨終場面 において典型的 に現れ る彼の宗教 の鍵概念 を 「無為」、「名号
界」 および 「徹底捨離」 と規定 す る。以下 の章 は これ らの概念 の妥 当性 に関 す る論 証 で あ り、
本章 はその序論 をな してい る。
「第二章 信仰論」 で は、一遍 の宗教 の根幹 をなす ものを 「名号信仰」 と規定 し、 その形成
過程並 びに構造 を論 じている。 その際一遍 の信仰 をその受容者 のそれ との交差 ない し交流 にお
いて捉 え、 その特色 を 「遊戯 の世界」 とい う独 自な概念 によ って把握す る。 これ によ り従来 の
諸研究 において、 やや もす れば一遍 に対す る消極 的な評価 の理 由 とされた、彼お よびその信者
たちの行動 に見 られ る卑俗性、呪術性、 熱狂性な どが新 たに見直 される ことになる。 また、 こ
の概念 の使用 は、一遍 の宗教 が狭 い意味で の 「宗教」 の範 疇によ っては把握 しきれ ない、 との
論者 の主張 を示 して もい る。
「第三章 念仏 ・往生 ・各号」 は、一遍 の浄土思想 の根幹 が、念仏 を名号 の属性 として、 ま
た往生 を名号 の相 として、っ ま り名号 と念仏 と往生 が三位一体 をな して いると見 なす点 にある
とす る。 そ して この三位一体 がそのままに現成 す るのは、信仰 の主体 の 「無為」 においてで あ
り、 ここに一遍 の 「徹底捨離」 の信念 と実践が根拠 を得 るとす る。前章 とと もに本章 は論者 の
一遍研究 の要石 をな している。
「第 四章 夢 ・奇蹟」 は、次章 の 「治病論」 とともに、一遍 のカ リスマ性 に関す る考察で あ
る。一遍 に とって夢 も奇蹟 も名号 の働 きで あったが、彼 の信者 たちに とって は師 を神格化す る
出来事 とな った。信仰 にお ける両者の レベルの相違が論 じられてお り、比較宗教 の問題 にも連
な る ことが示唆 されている。
「第六章 人 間観」 は、名号界 にお ける無為 な る人 間を自由者、単独者、普 遍者な どの概 念
によ って考察 し、一遍が描 く人間 は 「本来、現象界 における死者 であ る」 との結論 に達 してい
る。
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「第七 章 往生輪=入 水往生」 は・次章 とともに一遍 の往生諦の具体相 を考察 して いる。平
生 即臨終 とい う彼 の思想か らす ると、 入水 往生 は 「入水」往生で はな く、 往生 「入水」 と理 解
すべ きだ、 との見解 を示 して いる。なお、 これを論ず る当 り、水 に関す るシ ンボ リズムや民族
儀礼 にも関説 して いる点 は注 目に値す る。
「第八章 往生 論=『 心』 と 『言 葉』」 は、一遍の意 味す る 「こころ」 が、 否定 を否定 す る
絶対否定 の態度 で あ り、従 って その 「ことば」 は、言 わば 「空蝉の声」 であ り、 「無 表 現 の表
現」 であ るとす る。
「第九章 踊 り念 仏」 は、念 仏 と踊 りの一体化が 「無為」 の必然 的帰結 である との見方 に立
ち、 その易行性、 呪術性お よび熱狂性 を、 いわゆる 「反対の一致」 の論理 か ら解釈 す る。
「第十章 遊 戯の世 界=遊 行考」 は、岡崎義恵 の 「風流」 の概念 を援用 しっっ、空也 および
沙弥教信 の遺徳 を偲ぶ一遍 の姿 と、「宇宙の リズ_ムに同調 し、 自然 に回帰 した」 彼 の遊行 の人
生 を論 じ、一遍 は 「風流の人」 であ り、 その心性 は 「遊戯心」 であ った とその個性 を表現 して
いる。
「第二部 日蓮 にお ける救済論=「 文字 マ ンダラ」 の世 界」 は九章 か ら成 る。
「第一章 文字 マ ンダラの成立 と形態」 は、 日蓮 にお ける 「マ ンダラ」 の定義 を示 し、 それ
が いず れの形式 において も本尊 である との見方 に立 って、 唱題 の文字化 をその不変 の因子 と見
な し、 その初顕 を通説 よりも早 く、文永八年 の一遍首 題式の ものに求 め る。 また、 日蓮 の本尊
観 が法華経 か ら題 目へ、 そ して大曼陀羅へ と変換 した ことと、彼 の宗教 的 自覚 が持経者 か ら行
者へ、 そ して菩薩 へ と展 開 ・深化 した こととが相関 して いると見 る。 この相関関係 に着 目 した
点 に、論者 の体系的 な考察 の鍵が ある。
「第二章」 と 「第三章」 はと もに 「文字 マ ンダラの成立根拠」 を論 じている。前者 は、思想
的根拠・様式 と表現、 自署 ・花押 の意義を詳細 に論 じてい る。「第三章 」 は 日蓮 の文字 観 を取
り上 げ、空海 のそれ と比較 しっっ、信仰の深層 にお ける両者 の関連 を示唆 して いる。 これは今
後 の重要 な研究課題 の一っ となるで あろ う。
「第 四章 文字 マ ンダラの世界=仏 国土」 は、 日蓮 の 自然観 と救済観 を軸 に して、身延 と霊
山浄土 との時空 を超 えた信仰的 ・観念的な等置を考察 してい る。
「第五章 文字 マ ンダラの図像学的意 味」 は、 マ ンダラの配座神仏 ・人師 の構成 を手 がか り
に、「聖 な る空 間」 の 日蓮 的表現 を考察 している。 その際、最近の宗教言 語論 に も言及 して、
この視 点か らのマ ンダラ研究 の可能性を も追究 してい る。
「第六 章 文字 マ ンダラの シンボ リズム」で は、 エ リアーデの シンボ リズ ム論 を援 用 して、
マ ンダ ラの空間的象徴性 の分析 を上下関係、左右関係 お よび中心 と周縁の三 っの角度か ら行 い、
そ こか ら日蓮独 自の歴史観 と法華経観並 びに本尊観 を解明 してい る。 と くに文字 マ ンダラが動
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態性 を持 って いるとの指摘 が注 目される。
「第七章」 お よび 「第八章」 の 「マ ンダ ラ界 の住人 たち」で は、文字 マ ンダラ上 の龍女(龍
王)の 配座 と日蓮の 自署 お よび花押 の考察 か ら、女人成仏 と日蓮の予言 者的特 質、言 い換えれ
ば、彼 の救済観 と救 済者意識 を論 じている。
「結語」 で は、一遍 と日蓮 の宗教 を比較 して その異同 を論 じ、今後 の課題 と して両者 の思想
に通底 す る問題、例 えば 自然 界について、 その仏教 的な表層 の基底 にまで掘 り下 げて追究す る
ことを挙 げて いる。
本論文 の特 色 は、 な によりもまず一遍 と日蓮 の宗教 を統合的 ・体系的な見地 か ら捉 え、 その
特徴 をそれぞれ 「遊 戯の世 界」 および 「文字 マ ンダラの世界」 と表現 した ことにあ る。 それ に
よって、一遍 について は徹底捨離 と遊行、無為 と踊 り念仏、往生 と入水、名号 界 と自然な どが
静 と動 の ダイナ ミックな関係 の もとに捉 え られる ことにな り、 また日蓮 につ いて は法華経 と題
目、 本尊 と曼陀羅、 法華経の霊 力 と文字、霊 山浄土 と身延 などの、 いわゆ る事理相即の関係 も
ダイナ ミズムの もとで把握 され ることにな った。 これ らは両者 の宗教 の理解の枠組 と して有効
であ るのみな らず、 一般 に宗教 の持 っ両義 的構造、即 ち聖 と俗、超越 性 と此岸性、理 念性 と現
実性 な どの対 立調和 を理解 す る上 で も示唆 に富 む もので ある。 もとよ り本論 文が思想 の構 造面
の考察 に比重をか け過 ぎて いる点 に批判 の余地 はあろ うが、 と もあれ、 本論 文 は一遍 と日蓮の
宗教 に対 して新 しい視点 と評 価を示 した もの として、 日本宗教史の研 究 に貢献 す るところ大 な
るものが ある。
よって本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格を有す るもの と認
め られ る。
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